
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより 12 月号 

子どもは風邪をひきやすいですが、ひきはじめに無理をすればこじらせるもとになり、まだ治りかけで

無理をするとぶり返す原因になります。早めに休ませて、しっかり治すことが大事です。 

窓を閉め切って暖房をしていると、部屋の空気はどんどん汚れて乾燥し、風邪やインフルエンザなどの

ウイルスも浮遊しやすくなります。1時間に1回は窓を開け、新鮮な空気を取り入れるようにしましょう。 

2024年12月発行 

(福)京都基督教福祉会 

桂保育園  

桂ぶどうの木こども園 

月見ヶ丘こどもの家 

あさがお保育室 

 インフルエンザやウイルス感染症、ウイルス性胃腸炎などの感染症が流行しやすい季節に 

なりました。小さな子どもほど、感染症にかかると進行が早く、重症化するおそれがあります。 

体調不良のサインがあったら、早めに休ませたほうが早く回復します。無理せず、ご家庭でゆっ

くり過ごして様子をみて、元気に遊べるようになってから登園させてあげてくださいね。 



この感染症の季節を乗り越えるための『ホームケア』をいくつか紹介しておきますね！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
せきが続くと体力を奪います。
呼吸が楽になるようにケアして
あげましょう。 

風邪で高い熱が出ると心配になるものですが、発熱は
からだが病原体と戦うための生理的な反応です。熱を
下げることで治りが早くなるわけではありません。 

文責：保健師 森阪万季 


